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桜をまといて
 いとはなやかに
桜をまといて
 　 はなやかに定例会定例会

12月12月

《啓翁桜議会》

　

平
成
30
年
12
月
定
例
会
は
12
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
の
５
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会
は
「
啓
翁
桜
議
会
」
と

銘
打
ち
、
町
の
特
産
品
で
あ
る
啓
翁
桜
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
人
事
案
件
１
件
、
条
例
改
正
５
件
、
30
年
度
各
会
計

補
正
予
算
４
件
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
全

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
12
件
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

請
願
は
１
件
を
採
択
の
上
、
議
員
発
議
に
て
意
見
書
の
提
出
を

可
決
し
ま
し
た
。

啓
翁
桜
を
議
会
全
体
で
Ｐ
Ｒ

開
催
の
趣
旨

　

町
は
、
通
年
農
業
を
目
指
す

冬
期
間
の
作
物
と
し
て
、
花
木

の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
や
啓
翁
桜
の

生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
で
も
啓
翁
桜
は
早
春
を
告
げ

る
花
と
し
て
、
近
年
、
正
月
用

や
贈
答
用
に
需
要
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
啓
翁
桜
を
特
産

品
と
し
て
、
販
売
額
一
億
円
を

目
指
し
た
大
規
模
園
芸
団
地
化

な
ど
の
取
組
強
化
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
全
国
で
一

番
早
く
咲
く
、
雪
国
か
ら
届
け

る
冬
の
桜
と
し
て
啓
翁
桜
の
振

興
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば

と
、
今
回
の
12
月
定
例
会
を

「
啓
翁
桜
議
会
」
と
銘
打
ち
、

会
期
中
、
議
員
は
も
ち
ろ
ん
町

職
員
も
啓
翁
桜
ネ
ク
タ
イ
や
ス

カ
ー
フ
を
着
用
し
て
議
会
に
臨

み
ま
し
た
。

賑
わ
っ
た
初
日

　

「
啓
翁
桜
議
会
」
の
初
日
と

な
っ
た
３
日
は
大
勢
の
報
道
陣

が
か
け
つ
け
、
開
会
前
15
分
間

に
限
り
議
場
内
で
の
取
材
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
席
の
背
後
に
は
大
き
な

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
（
壁
か
け
）
や

の
ぼ
り
を
飾
り
、
各
机
に
は
啓

翁
桜
を
二
輪
ず
つ
配
置
し
ま
し

た
。
出
席
者
全
員
が
着
席
す
る

中
、
各
社
の
報
道
カ
メ
ラ
が
議

場
内
を
撮
影
す
る
と
い
う
の
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
光
景
で
、
そ

の
注
目
度
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。
そ
の
日
の
夕
方
に
は

県
内
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
れ
、

Ｐ
Ｒ
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

▲啓翁桜に囲まれながら開会

▲啓翁桜ネクタイとスカーフ

謹賀新年

後列　左から奥山敏行議員、宮林昌弘議員、飯野咲子議員、佐藤耕二議員、佐藤幸吉議員、大江広康議員、大泉奈美議員
前列　左から古澤俊一副議長、伊藤哲治議長、青山知教議員

西
川
町
議
会
議
長
　　
伊
藤
　哲
治

「
住
ん
で
い
た
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
は
、異
常
気
象
の
影
響
等

で
稲
作
の
収
穫
量
が
極
端
に
減
少
し
た

り
、山
菜
き
の
こ
等
の
収
量
が
落
ち
込
ん

だ
り
と
大
変
な
年
で
し
た
が
、西
川
町
で

は
人
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
豪
雨
や
地

震
等
の
大
き
な
災
害
も
な
く
、改
め
て

安
全
、安
心
な
町
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。そ
の
反
面
、急
激
な
過
疎
化

や
少
子
高
齢
化
に
伴
い
人
口
減
少
が
進

み
、町
全
体
の
高
揚
感
や
活
力
が
薄
く

な
っ
て
い
る
現
状
を
前
に
し
て
、議
会
は

町
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

た
き
め
細
か
な
動
き
が
で
き
る
体
制
に

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、県
内
は
も
と
よ
り
全
国
で
議
員

の
な
り
手
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

西
川
町
議
会
と
し
て
は
、平
成
29
年
に

議
会
活
性
化
議
員
懇
談
会
を
立
ち
上

げ
、政
治
へ
の
無
関
心
、な
り
手
不
足
、議

員
報
酬
の
見
直
し
、選
挙
活
動
の
あ
り

方
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
幾
度
と
な
く
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。し
か
し
妙
案

は
な
く
、中
学
生
の
模
擬
議
会
の
開
催

や
、町
民
と
の
対
話
の
集
い
の
充
実
、議

員
手
当
の
創
設
の
検
討
な
ど
、議
員
は

町
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
意
識

し
、さ
ら
な
る
資
質
の
向
上
と
、町
民
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
、最
も
大

事
な
こ
と
と
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
６
次
西
川
町
総
合
計
画
も
５
年
が

経
過
し
、今
後
５
年
間
の
計
画
見
直
し

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。少
子
高
齢
化
や

雪
対
策
な
ど
西
川
町
が
抱
え
る
課
題
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
、計
画
に
基
づ
い
た

各
種
の
事
業
が
確
実
に
実
行
さ
れ
る
よ

う
、行
政
側
へ
の
提
言
も
含
め
た
議
会
活

動
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
は
平
成
の
時
代
に
終
わ
り
を
告

げ
、新
し
い
元
号
の
下
で
未
来
へ
と
舵
を

取
る
節
目
の
年
で
す
。自
助
、共
助
、公

助
で
互
い
に
協
力
し
、健
や
か
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る「
住
ん
で
み
た
い
」、「
住
ん
で

い
た
い
」、「
住
ん
で
良
か
っ
た
」と
言
え
る

町
を
目
指
し
、議
会
全
体
で
危
機
感
を

持
っ
て
誠
心
誠
意
活
動
を
し
て
い
き
ま
す

の
で
、町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、新
し
い

年
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。



定例会定例会
12月12月

《啓翁桜議会》
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議案番号 件名と主な内容（人事院勧告等に基づく給与以外） 議決結果

議第60号

30年度一般会計補正予算 (第 6号 )　　
　５３億７９３７万４千円（1億9813万 2千円追加）
　【総　務　費】町内公共施設 WiFi 施設整備               236 万 3 千円
　【民　生　費】障害者自立支援事業　　　　　            428 万円
　【衛　生　費】小山鉱山鉱害防止
　　　　　　　  　　　坑内水中和処理維持管理委託料    　7 万 9 千円
　【農林水産費】大井沢小水力発電事業負担金              　250 万円
　【商　工　費】起業支援事業補助金　　　                　100 万円
　【土　木　費】住宅建築支援補助金　　　　              　300 万円
　【消　防　費】坂の上消火栓更新工事請負費　　　　　　87 万 5 千円
　【教　育　費】小学校冷房設備増設工事設計監理委託料 594 万円
　　　　　　　  小学校冷房設備工事請負料         　1 億 1448 万円
　　　　　　　  中学校冷暖房設備増設工事設計監理委託料　259 万2千円
　　　　　　　  中学校冷暖房設備工事請負料       　 　4320 万円
　【災害復旧費】農林業災害復旧事業補助金             　  143 万6千円

可決 全員賛成

議第61号

30年度国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
　　６億２８９８万９千円（3111万 4千円追加）
　【保険給付費】一般保険者療養給付費              　     2478 万円
　　　　　　　 一般保険者高額療養費                   　  622 万円

可決 全員賛成

議第62号
30年度公共下水道事業特別会計（第2号）
　　１億７９２６万５千円（16万4千円追加）
　【施　設　費】マンホール内部高圧洗浄委託料　　　     14 万6千円

可決 全員賛成

議第63号

30年度介護保険特別会計補正予算（第2号）

　　７億５１９５万８千円（890万 8千円追加）
　【地域支援事業費】訪問型サービス事業費　　               　100 万円
　【諸 支 出 金】29 年度実績報告に伴う返納金              790 万 5 千円

可決 全員賛成

　 　
議案番号 件名と主な内容 議決結果

議第53号
30年度一般会計補正予算 (第 5号 )　　
　５１億８１２４万２千円（642万 6千円追加）
　【土　木　費】公共下水道事業特別会計繰出金　       642 万6千円

可決 全員賛成

議第54号
30年度公共下水道事業特別会計補正予算 (第 1号 )
　　１億７９１０万１千円（642万 6千円追加）
　【施　設　費】浄水センター脱水機主要部品更新工事 642 万 6 千円

可決 全員賛成

☆
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

松
田　

光
子
さ
ん
（
吉
川
）

　

平
成
30
年
12
月
22
日
を
も
っ

て
笹
島
智
子
さ
ん
が
任
期
満
了

と
な
る
た
め
後
任
と
し
て
任
命

す
る
。　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
（
※

１
）
に
伴
い
、規
定
の
整
備
を
図

る
。

（
賛
成
８
、
反
対
１
／
飯
野
咲
子
）

議
会
と
し
て
同
意
☆
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

常
勤
の
特
別
職
及
び
議
員
の

期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
改
正

す
る
と
と
も
に
、
６
月
期
、
12

月
期
の
支
給
月
数
の
平
準
化
を

図
る
た
め
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
及
び
山
形
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
、
一

般
職
の
職
員
等
の
初
任
給
調
整

手
当
、
宿
日
直
手
当
、
勤
勉
手

当
、
給
与
、
管
理
職
手
当
、
期

末
手
当
を
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
社
会
体
育
施
設
条
例
の

　

一
部
改
正

　

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
暖
房
を

半
分
使
用
し
た
場
合
の
料
金
を

１
時
間
当
た
り
１
０
０
０
円
に

定
め
る
。　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
定
住
促
進
住
宅
条
例
の

　

一
部
改
正

　

既
に
入
居
が
始
ま
っ
て
い
る

１
棟
６
戸
の
棟
を
「
定
住
促
進

住
宅
Ａ
棟
」
に
、
現
在
建
築
中

で
、
こ
れ
か
ら
入
居
者
募
集
を

行
お
う
と
す
る
１
棟
４
戸
の
棟

を
「
定
住
促
進
住
宅
Ｂ
棟
」

に
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称
を
変
更
す

る
。

　

ま
た
、
住
所
を
こ
れ
ま
で
分

譲
地
の
５
区
画
５
筆
の
代
表
地

番
で
あ
る
「
大
字
海
味
１
２
８

８
番
地
25
」
と
し
て
い
た
も
の

を
合
筆
し
、
「
大
字
海
味
１
２

８
８
番
地
７
」
に
改
め
る
。　

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

　

近
年
、
規
制
改
革
を
推
進
し
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
※
２
）
の
成
長
を
促
す
と
い

う
名
目
で
、
運
転
者
と
利
用
者

を
仲
介
し
、
一
般
の
運
転
者
が

自
家
用
車
を
用
い
て
有
償
で
旅

客
運
送
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
の
容
認
を

全
議
案
を
可
決

請
願
を
採
択
し
関
係
行
政
庁

に
意
見
書
を
提
出

第 3回臨時会（11 月 12 日）

第 4回定例会（12 月 3 日～ 7日）

予算関係提出議案及び審議結果

求
め
る
動
き
が
出
て
き
て
い
ま

す
。

　

こ
の
度
、
こ
の
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
導
入
に
反
対
す
る
請
願
を

議
会
と
し
て
受
理
し
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
審
査
を
総
務
厚
生
常

任
委
員
会
に
付
託
し
て
実
施
す

る
と
と
も
に
、
議
会
全
員
協
議

会
に
お
い
て
も
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
検
討
を
ふ
ま
え
、

本
請
願
を
採
択
し
、
関
係
行
政

庁
に
次
の
と
お
り
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

☆
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
反

対
し
、
安
全
・
安
心
な
タ
ク
シ

ー
を
国
に
求
め
る
意
見
書

①
安
全
の
確
保
、
利
用
者
の
保

護
等
の
観
点
か
ら
問
題
の
あ
る

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
は
行
わ

な
い
こ
と
。

②
地
域
公
共
交
通
と
し
て
、
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
タ
ク

シ
ー
事
業
の
維
持
・
確
保
に
向

け
た
諸
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

※１　改正の内容
「軽自動車税の環境性能割の創設」
　消費税が引き上げられる来年10月1日から
自動車取得税が廃止され、新たに、自動車
税と軽自動車税に「環境性能割」が創設さ
れます。
　これは、新車か中古車かを問わず、取得
したときに車両の通常の取得価格が50万円
を超える場合、その環境性能に応じて非課
税から最大2％課税となります。
　また、現行の軽自動車税は「種別割」と
名称が変更となりますが、その税率（金
額）は現行と変わりありません。
　以上のように来年10月から、軽自動車税
は「環境性能割」と「種別割」の２つの構
成となります。

※
２　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

　
　

物
や
サ
ー
ビ
ス
、
場
所
な
ど
を

多
く
の
人
と
共
有
、
交
換
し
て
利

用
す
る
社
会
的
な
仕
組
み
。
共
有

型
経
済
と
も
い
う
。

▲アリーナの暖房機器

▲定住促進住宅Ｂ棟
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▲旧西部中体育館

　

時
間
帯
に
よ
り
混
雑
す

る
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、

今
後
改
善
す
べ
く
方
策
を

協
議
し
て
い
る
。

　

復
路
便
は
、
本
町
の
温

泉
や
イ
ベ
ン
ト
、
観
光
等

へ
の
誘
客
に
活
用
す
る
こ

と
も
検
討
し
た
い
。

平
成
12
年
４
月
か
ら

２
０
０
円
均
一
の
料

金
と
し
て
い
る
が
、
見
直

し
を
す
る
の
か
。

当
面
は
現
在
の
料
金

体
系
を
維
持
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

免
許
証
返
納
者
へ
の
支
援

自
主
返
納
者
に
対
し
、

２
万
円
分
の
タ
ク
シ

ー
利
用
券
や
バ
ス
回
数
券

が
交
付
さ
れ
る
が
、
１
年

限
り
で
な
く
３
年
間
く
ら

い
継
続
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
電
動
車
（
シ
ニ
ア
カ

ー
）
の
購
入
補
助
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

運
転
免
許
証
を
返
納

す
る
き
っ
か
け
に
結

26
年
５
月
か
ら
災
害

公
営
住
宅
建
設
に
向

け
て
住
宅
パ
ネ
ル
製
作
を

始
め
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
そ
の
際
、
人
員
を

６
名
増
員
し
、
さ
ら
に
20

名
ほ
ど
募
集
し
て
い
る
と

の
報
告
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

無
償
の
使
用
賃
貸
借
契
約
の

た
め
所
有
権
は
町
に
あ
り
、

町
で
も
管
理
し
て
い
る
。

廃
材
等
の
処
分
は

30
年
４
月
５
日
に
町

は
体
育
館
を
差
し
押

さ
え
て
い
る
が
、
解
体
が

生
じ
た
時
、
中
の
廃
材
等

の
処
分
を
ど
う
す
る
の
か
。

現
在
は
様
々
な
手
続

き
等
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ら

を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

リ
ス
ク
問
題

契
約
締
結
当
時
、
議

会
は
リ
ス
ク
の
問
題

高
校
通
学
路
線
の
利

用
状
況
と
、
通
学
生

や
保
護
者
か
ら
の
苦
情
や

要
望
へ
の
改
善
点
、
復
路

便
の
活
用
策
は
な
い
か
。

１
日
あ
た
り
、
左
沢

方
面
は
７
人
前
後
が
、

寒
河
江
方
面
は
20
人
前
後

が
、
谷
地
方
面
は
10
人
前

後
が
、
そ
れ
ぞ
れ
利
用
し

て
い
る
。

の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
答

弁
し
て
い
る
が
、
公
募
は

し
な
か
っ
た
の
か
。

24
年
８
月
27
日
か
ら

10
月
１
日
ま
で
の
間
、

廃
校
舎
利
活
用
の
一
般
公

募
を
実
施
し
、
ケ
ー
シ
ー

ス
チ
ー
ル
㈱
か
ら
も
応
募

が
あ
っ
た
。

調
査
・
報
告
は

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ

る
と
29
年
３
月
期
の
負
債

総
額
は
約
５
億
２
千
万
円

で
、
25
年
か
ら
赤
字
決
算

で
あ
る
。
町
は
実
態
調
査

を
し
た
の
か
。

　

交
通
弱
者
で
あ
る
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も

た
ち
な
ど
、
町
民
の
移
動

手
段
を
確
保
す
る
た
め
に

本
町
の
地
域
公
共
交
通
の

更
な
る
整
備
、
拡
充
の
必

要
が
あ
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
次
の
質
問
を
す
る
。

路
線
バ
ス
運
行
の
改
善

路
線
バ
ス
運
行
開
始

か
ら
41
年
経
過
し
て

お
り
、
利
用
者
の
利
便
性

や
運
行
上
の
課
題
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
、
検
証
し

て
い
る
の
か
。

利
用
者
減
少
と
い
う

課
題
が
あ
り
、
毎
月
、

運
行
委
託
先
の
月
山
観
光

タ
ク
シ
ー
㈱
と
検
討
会
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
年

２
回
の
路
線
バ
ス
体
系
連

絡
調
整
会
議
を
開
催
し
、

路
線
バ
ス
の
さ
ら
な
る
効

率
的
な
運
行
体
系
な
ど
改

善
す
べ
き
点
を
検
討
し
て

い
る
。

　

平
成
25
年
１
月
、
住
宅

用
パ
ネ
ル
製
造
工
場
用
施

設
と
し
て
、
町
が
ケ
ー
シ

ー
ス
チ
ー
ル
㈱
（
当
時
）

に
旧
西
部
中
学
校
体
育
館

を
無
償
譲
渡
す
る
契
約
を
、

議
会
の
同
意
を
得
て
締
結

し
た
。
し
か
し
30
年
２
月

頃
か
ら
事
実
上
の
倒
産
状

態
に
な
り
今
日
に
至
っ
て

い
る
。
町
民
か
ら
も
今
後

を
心
配
す
る
声
が
あ
り
、

次
の
質
問
を
す
る
。

公
募
は
し
た
の
か

町
長
は
24
年
12
月
の

定
例
会
で
、
ケ
ー
シ

ー
ス
チ
ー
ル
㈱
よ
り
借
用

び
付
け
る
た
め
定
め
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
電
動

車
は
運
転
操
作
を
伴
う
も

の
で
あ
り
、
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー

路
線
バ
ス
の
乗
客
の

少
な
い
西
部
地
区
や

デ
マ
ン
ド
運
行
の
際
は
、

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
な
ど

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
に
切

り
替
え
て
は
ど
う
か
。

利
用
者
の
減
少
し
た

地
域
で
は
、
一
部
デ

マ
ン
ド
（
予
約
）
制
で
運

行
し
て
き
た
が
、
そ
の
利

用
者
も
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
域
の
実
情
に

基
づ
き
利
用
し
や
す
い
公

共
交
通
体
系
の
構
築
を
図

っ
て
い
く
。

二
次
交
通
の
運
行
改
善

月
山
誘
客
の
二
次
交

通
と
し
て
運
行
し
て

い
る
、
山
形
空
港
や
J
R

さ
く
ら
ん
ぼ
東
根
駅
か
ら

を
大
き
く
取
り
上
げ
て
い

る
が
、
町
は
企
業
支
援
と

雇
用
が
一
番
重
要
と
し
た
。

現
在
の
見
解
は
。

　

ま
た
、
実
際
に
は
何
人

を
雇
用
し
た
の
か
。

以
前
か
ら
企
業
誘
致

の
要
望
は
あ
っ
た
。

現
実
と
し
て
様
々
な
困
難

が
あ
る
中
で
、
ケ
ー
シ
ー

ス
チ
ー
ル
㈱
側
に
是
非
と

も
西
川
町
に
設
立
し
た
い

と
い
う
意
思
が
あ
っ
た
こ

と
と
、
東
日
本
大
震
災
後

の
住
宅
需
要
の
高
ま
り
と

い
う
点
を
考
慮
し
た
。

　

企
業
誘
致
に
リ
ス
ク
が

伴
う
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
が
、
町
内
の
雇
用
を
確

保
し
た
い
と
い
う
考
え
が

あ
り
、
実
際
に
概
ね
16
人

の
雇
用
が
あ
っ
た
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

税
の
滞
納

町
税
等
の
滞
納
は
29

年
秋
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
詳
細
の

年
月
日
と
金
額
は
。

の
月
山
ラ
イ
ナ
ー
（
乗
合

タ
ク
シ
ー
）
の
運
行
改
善

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

他
の
交
通
拠
点
等
か

ら
の
新
た
な
路
線
増

設
等
を
含
め
計
画
的
に
拡

充
実
施
す
る
こ
と
が
、
観

光
客
増
加
に
つ
な
が
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

６
次
総
へ
の
反
映

第
６
次
総
合
計
画
の

後
期
計
画
の
主
要
施

策
に
「
公
共
交
通
の
充

実
」
を
挙
げ
て
い
る
。
地

域
公
共
交
通
を
整
備
、
拡

充
す
る
た
め
に
、
町
民
の

要
望
、
意
見
を
６
次
総
に

反
映
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

要
望
の
多
か
っ
た
雪

対
策
や
高
齢
化
社
会
対
策

に
関
連
し
、
地
域
公
共
交

通
対
策
に
つ
い
て
も
６
次

総
の
後
期
計
画
に
含
め
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

町
税
等
に
係
る
事
案

に
つ
い
て
は
、
地
方

公
務
員
法
第
34
条
及
び
地

方
税
法
第
22
条
で
地
方
税

に
関
す
る
守
秘
義
務
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
運
用
に
あ

た
っ
て
「
滞
納
者
名
及
び

滞
納
額
の
一
覧
で
あ
っ
て

も
、
納
税
者
等
の
利
益
を

保
護
し
、
行
政
の
円
滑
な

運
営
を
確
保
す
る
た
め
、

議
会
の
審
議
の
場
に
お
い

て
、
開
示
を
求
め
ら
れ
た

場
合
に
お
い
て
も
、
原
則

開
示
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
も
の
」
と
さ
れ
て
お
り
、

回
答
で
き
な
い
。

問問問問

問

問問問

答答答答

答答

答

宮林　昌弘　議員地域の実情に基づく利用しやすい体系を構築する当時は企業誘致と雇用の確保を重視した 町長町長

本町の地域公共交通の整備、
拡充について

旧西部中学校体育館の
無償譲渡契約を検証する

一 般 質 問一 般 質 問

佐藤　耕二　議員

地域
公共交通廃校施設

答答

問問

問答 答答

６
人
の
一
般
質
問

６
人
の
一
般
質
問

▲

荒
れ
放
題
の
旧
西
部
中

グ
ラ
ウ
ン
ド

▲

通
学
の
子
ど
も
た
ち
で

混
雑
す
る
車
内
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６
人
の
一
般
質
問

６
人
の
一
般
質
問

金
に
は
十
分
に
留
意
し
て

事
業
を
発
注
し
て
い
る
。最

低
賃
金
額
を
上
回
る
独
自

の
最
低
賃
金
額
を
規
定
す

る
公
契
約
条
例
の
制
定
は
、

最
低
賃
金
法
の
趣
旨
に
反

す
る
疑
念
も
あ
り
、国
や

県
、市
町
村
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
ガ
ラ

リ
と
変
貌
し
た
月
山
湖
売

店
に
驚
き
、
次
の
質
問
を

す
る
。

砂
子
関
茶
屋
に

月
山
湖
売
店
の
通
称

名
を
今
の
「
関
の
茶

が
連
携
し
て
、
登
山
届
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
環
境
を
整
備
し
て

登
山
者
か
ら
書
き
込
ん
で

も
ら
っ
た
り
で
き
る
よ
う

な
良
い
ソ
フ
ト
を
作
れ
な

い
か
。県

警
察
本
部
で
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
届
出
を
既
に
実
施

し
て
い
る
。
提
案
の
と
お

り
、
各
地
区
山
岳
会
や
朝

日
連
峰
保
全
協
議
会
、
朝

日
連
峰
振
興
連
絡
会
な
ど

が
連
携
し
な
が
ら
登
山
届

町
職
員
の
実
地
研
修
を

調
査
票
の
送
付
で
な

く
、
町
長
を
含
め
職

員
全
員
の
実
地
研
修
と
し

て
、
町
内
全
戸
を
訪
問
し

「
生
活
実
態
調
査
」
な
ど

に
取
り
組
む
価
値
は
あ
る

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

現
場
に
出
て
町
民
と

同
じ
目
線
で
、
腹
を

割
っ
て
意
見
交
換
が
で
き

る
よ
う
な
関
係
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
観

点
か
ら
、
地
域
支
援
職
員

の
派
遣
を
行
な
っ
て
い
る
。

公
契
約
条
例
の
制
定
を

町
内
業
者
の
下
請
け

賃
金
が
安
く
困
っ
て

い
る
。
労
働
者
の
賃
金
を

守
り
、
雇
用
の
安
定
を
図

る
条
例
を
制
定
し
て
は
ど

う
か
。本

町
で
は
、県
の
土
木

関
係
設
計
単
価
を
参

考
に
し
な
が
ら
賃
金
を
設

定
す
る
な
ど
、労
働
者
の
賃

打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
行
い
、

今
後
も
設
計
等
を
含
め
て

計
画
的
に
推
進
す
る
。

ソ
フ
ト
の
構
築

登
山
届
の
提
出
や
記

入
方
法
が
登
山
口
ご

と
に
バ
ラ
バ
ラ
だ
。
最
近

で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
利
用
す
る
ソ
フ
ト
も

簡
単
に
作
れ
る
よ
う
に
な

り
、
朝
日
連
峰
を
取
り
巻

く
各
地
域
の
山
岳
会
や
朝

日
連
峰
保
全
協
議
会
な
ど

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

事
業
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
発
行
事
業
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
地
域

経
済
が
潤
わ
な
い
。
町
も

町
民
も
業
者
も
さ
ら
な
る

話
合
い
が
必
要
と
思
い
、

次
の
質
問
を
す
る
。

地
域
か
ら
物
を
買
う

こ
と
や
、
農
林
業
や

観
光
業
、
福
祉
な
ど
全
て

の
連
携
で
経
済
が
地
域
を

循
環
し
、
ま
た
、
町
外
か

ら
の
財
の
獲
得
を
図
れ
る

よ
う
な
条
例
が
必
要
で
は

な
い
か
。

提
案
の
あ
っ
た
条
例

の
制
定
は
考
え
て
い

な
い
が
、
町
内
の
経
済
循

環
体
制
の
推
進
の
重
要
性

や
外
貨
獲
得
の
必
要
性
を

十
分
認
識
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
も
地
域
循
環
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
の

朝
日
連
峰
山
岳
観
光
整
備

状
況
に
つ
い
て
、
３
町
の

各
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
平
成

26
年
３
月
定
例
会
で
連
携

を
提
案
し
た
。

　

今
回
、
改
め
て
提
案
す

る
こ
と
を
相
談
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
11
月
９
日
付
け

の
山
形
新
聞
に
「
朝
日
連

峰
振
興
連
絡
会
」
発
足
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
次
の

質
問
を
す
る
。

　
登
山
口
・
駐
車
場
整
備

大
井
沢
か
ら
日
暮
沢

小
屋
登
山
口
ま
で
の

道
路
整
備
と
駐
車
場
拡
張

整
備
が
遅
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
町
が
独
自
に
進
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

今
年
度
、
駐
車
場
候

補
地
や
森
林
管
理
署

所
管
林
道
の
町
道
編
入
、

い
わ
ゆ
る
併
用
林
道
に
つ

い
て
、
秋
田
森
林
管
理
局

か
ら
一
定
の
ご
理
解
を
い

た
だ
い
た
。
担
当
者
間
で

の
具
体
的
な
協
議
や
現
地

屋
」
か
ら
「
砂
子
関
茶

屋
」
に
変
更
し
て
、
以
前

の
よ
う
に
土
産
品
も
置
く

な
ど
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

ど
の
よ
う
な
経
緯
で

名
称
が
選
定
さ
れ
た

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
多

く
の
方
か
ら
受
け
入
れ
ら

れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
付

け
た
も
の
と
思
う
。
指
定

管
理
者
で
あ
る
西
川
町
総

合
開
発
㈱
に
は
、
そ
う
い

う
意
見
が
あ
る
こ
と
を
以

前
か
ら
伝
え
て
い
る
。

水
の
文
化
館
の
撤
去
を

役
目
は
終
わ
り
、
空

き
家
状
態
の
建
物
は

の
書
式
統
一
の
働
き
か
け

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
届
出
の
周
知
強
化
を
図

り
、
登
山
者
の
利
便
性
を

確
保
し
て
い
き
た
い
。

朝
日
軍
道
の
利
活
用

４
０
０
年
前
に
直
江

兼
続
公
に
よ
っ
て
開

削
さ
れ
た
朝
日
軍
道
は
歴

史
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
山
岳

道
路
で
あ
り
、
こ
れ
を
観

光
誘
客
拡
大
に
利
用
で
き

な
い
か
。

朝
日
軍
道
は
大
江
町
、

朝
日
町
、
そ
し
て
本

町
に
密
接
に
関
係
の
あ
る

歴
史
の
道
で
あ
り
、
こ
の

魅
力
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を

活
用
す
る
こ
と
は
、
朝
日

連
峰
の
振
興
策
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

３
町
が
連
携
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
す
る

際
に
朝
日
軍
道
の
情
報
を

掲
載
し
た
り
、
そ
の
他
の

取
組
み
に
反
映
し
た
り
な

ど
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

撤
去
し
、
駐
車
場
に
し
て

は
ど
う
か
。

施
設
整
備
後
、
約
25

年
が
経
過
し
、
施
設

や
設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、

整
備
当
時
の
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
経
費
と
活
用

効
果
な
ど
総
合
的
な
検
討

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
設
置
目
的
を

ふ
ま
え
拙
速
に
設
備
の
更

新
を
行
う
こ
と
は
せ
ず
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
企
画
展

示
な
ど
を
行
な
っ
て
き
て

い
る
。

　

今
後
は
、
ダ
ム
周
辺
の

Ｐ
Ｒ
や
、
防
災
な
ど
の
活

用
も
考
え
る
。

１
０
０
０
ｍ
コ
ー
ス

２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
、
モ
ル
ド
バ
共
和
国
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
月

山
湖
の
１
０
０
０
ｍ
コ
ー

ス
は
間
に
合
う
の
か
。

１
０
０
０
ｍ
コ
ー
ス

の
整
備
は
、
現
時
点

で
多
額
な
整
備
費
用
に
対

す
る
有
効
な
補
助
制
度
等

を
掌
握
す
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
た
め
、
い
つ

ど
れ
く
ら
い
の
規
模
で
整

備
を
行
う
か
は
明
言
で
き

な
い
が
、
新
年
度
の
予
算

編
成
に
合
わ
せ
て
一
定
の

方
向
付
け
を
行
い
た
い
。

問

問問問

問問

答

答答

答答

飯野　咲子　議員その重要性は十分に理解している関係者と連携しながら対応していく 町長町長

地域循環型まちづくりの
さらなる推進を朝日連峰山岳観光の拡大整備を

一 般 質 問一 般 質 問

奥山　敏行　議員

まち
づくり山岳観光

答答

問問

問 答答

▲

少
年
少
女
自
然
塾
の
朝
日
連
峰
登
山

  ダム周辺のＰＲや防災
などの活用も考える町長

月山湖売店と水の
文化館について

寒河江
ダム

  新年度予算で一定の
方向付けを行う町長

１０００ｍコース
は間に合うのかカヌー

▲月山湖水の文化館

小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
の
制
定
を

※このほか「西川菊まつりについて」というテーマでも一般質問も行なっています。
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６
人
の
一
般
質
問

６
人
の
一
般
質
問

２
戸
が
空
室
で
、
Ｂ
棟
４

戸
も
建
設
中
で
あ
る
。
来

年
１
月
中
旬
か
ら
２
月
に

か
け
て
入
居
募
集
を
行
う

予
定
で
あ
り
、
そ
の
募
集

申
込
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西
山
杉
の
Ｐ
Ｒ

新
体
育
館
の
椅
子
に

西
山
杉
を
活
用
し
て

い
る
旨
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

の
検
討
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。多

く
の
木
材
を
使
用

し
て
建
築
し
た
体
育

館
の
最
大
の
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
林
業
関

係
の
会
議
や
ス
ポ
ー
ツ
関

係
の
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
等

で
紹
介
に
努
め
て
き
て
い

る
。

　

一
般
質
問
で
指
摘
を
受

け
た
こ
と
も
あ
り
、
体
育

館
入
口
部
分
の
１
、
２
階

案
内
図
に
紹
介
す
る
文
言

を
入
れ
て
い
る
が
、
さ
ら

に
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
の
表
示

な
ど
を
行
な
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ろ
く
ト
レ
の
今
後

８
月
に
行
わ
れ
た

「
ろ
く
ト
レ
（
六
十

里
越
街
道
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
）
」
の
町
内
へ
の

経
済
効
果
は
。
継
続
し
て

実
施
す
る
の
か
。

今
後
開
催
さ
れ
る
出

羽
の
古
道
六
十
里
越

街
道
会
議
や
六
十
里
越
街

道
保
存
推
進
委
員
会
な
ど

で
経
済
効
果
が
検
証
さ
れ
、

次
年
度
の
開
催
の
有
無
に

つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
。

動
き
や
す
い
組
織
に

月
山
朝
日
観
光
協
会

の
機
能
強
化
と
組
織

の
あ
り
方
は
。

観
光
協
会
の
自
立
と

法
人
化
は
町
の
懸
案

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
実

現
に
向
け
た
検
討
を
実
施

し
て
き
た
。
財
政
的
な
面

で
前
に
踏
み
出
せ
な
い
状

況
だ
が
、
ま
ず
は
自
立
化

を
目
指
す
と
い
う
こ
と
か

ら
専
務
理
事
を
配
置
し
た
。

施
し
て
い
る
。
こ
の
ビ
ジ

ョ
ン
に
お
い
て
、
観
光
看

板
を
観
光
戦
略
の
重
点
項

目
と
捉
え
、
町
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
向
上
と
わ
か
り
や

す
い
道
し
る
べ
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
な
ど
の
検
討
を

行
な
っ
て
き
て
い
る
。
指

摘
の
あ
っ
た
看
板
も
十
分

に
検
討
し
、
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

み
ど
り
団
地
未
売
却
地

み
ど
り
団
地
の
未
売

却
地
３
区
画
を
長
期

賃
貸
住
宅
へ
変
更
す
る
こ

と
の
検
討
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

定
住
促
進
住
宅
Ａ
棟

６
戸
の
う
ち
、
現
在

な
ど
、啓
翁
桜
に
ち
な
ん

だ
夢
の
あ
る
施
策
を
打
ち

出
し
、次
の
世
代
へ
つ
な
い

で
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

大
変
夢
の
あ
る
意
見

だ
と
思
う
。
い
ろ
い

ろ
な
物
に
波
及
さ
せ
て
経

済
効
果
を
生
む
と
い
う
の

は
、
ま
さ
に
町
が
進
め
て

い
る
総
合
産
業
そ
の
も
の

で
あ
り
、
意
見
を
参
考
に

し
て
い
く
。

新
た
な
森
林
管
理
制
度

森
林
資
源
を
活
用
し

収
益
を
上
げ
る
に
は
。

今
年
度
、森
林
所
有

者
の
経
営
管
理
権
を

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業

経
営
者
に
市
町
村
を
介
し

て
集
積
、集
約
化
す
る
と
と

も
に
、31
年
度
か
ら
交
付
さ

れ
る
森
林
環
境
税
も
活
用

し
、経
済
ベ
ー
ス
に
乗
ら
な

い
森
林
な
ど
の
管
理
を
市

町
村
が
行
う「
新
た
な
森

林
管
理
シ
ス
テ
ム
」を
構
築

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問

な
ど
で
町
が
「
検
討
す

る
」
と
答
え
、
問
題
が
あ

る
と
認
識
し
た
事
項
に
つ

い
て
、
そ
の
後
の
経
過
を

確
認
す
る
。

観
光
案
内
看
板

綱
取
地
区
の
国
道
１

１
２
号
沿
い
に
立
っ

て
い
る
観
光
案
内
看
板
を

撤
去
、
又
は
内
容
を
変
更

し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と

の
検
討
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。町

と
観
光
協
会
と
の

協
働
に
よ
る
「
に
し

か
わ
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

策
定
に
向
け
た
作
業
を
実

　

町
の
第
６
次
総
合
計
画

の
後
期
計
画
が
策
定
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
「
稼
ぐ
ち

か
ら
」
、
「
も
う
か
る
仕

組
み
」
の
視
点
で
、
農
業

や
林
業
、
商
工
業
、
観
光

業
に
つ
い
て
次
の
質
問
を

す
る

み
ん
な
が
潤
え
る
よ
う
に

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
と
し
て
人
気
の
高

い
「
米
」
の
仕
入
れ
や
発

送
な
ど
の
取
扱
い
は
町
内

の
各
業
者
が
携
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

返
礼
品
の
米
に
関
し

て
は
㈱
米
月
山
の
取

扱
い
と
な
っ
て
い
る
。

啓
翁
桜
産
業
を
進
め

る
と
と
も
に
、イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
の
情
報
発
信

や
、啓
翁
桜
は
ち
み
つ
の

開
発
、今
回
の
啓
翁
桜
議

会
で
使
用
し
て
い
る
ネ
ク

タ
イ
、ス
カ
ー
フ
の
販
売

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用

し
て
い
な
い
旧
西
山
小
学

区
の
冬
場
の
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
質
問
す

る
。

危
険
箇
所
の
把
握

通
学
路
の
途
中
に
、

屋
根
か
ら
の
落
雪
や

雪
で
見
え
な
い
堰
、
沼
な

ど
の
危
険
な
箇
所
は
な
い

か
。
ま
た
歩
道
の
除
雪
は

万
全
か
。

地
域
の
方
や
保
護
者

か
ら
の
情
報
提
供
も

い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
と

し
て
も
雪
の
状
況
の
確
認

　

町
民
が
、
ミ
ニ
デ
イ
や

「
ぴ
ん
し
ゃ
ん
広
場
」
な

ど
で
広
く
利
用
し
て
い
る

日
帰
り
入
浴
温
泉
施
設
の

管
理
と
機
能
強
化
に
つ
い

て
次
の
質
問
を
す
る

衛
生
面
の
対
策

レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
対
策

や
浴
室
内
の
柱
や
壁

の
黒
カ
ビ
対
策
は
。

厚
生
労
働
省
の
定
め

る
「
循
環
式
浴
槽
に

お
け
る
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
防

止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
、

村
山
保
健
所
等
の
指
導
に

基
づ
き
、
適
正
な
管
理
が

と
安
全
対
策
に
つ
い
て
学

校
と
連
携
を
と
っ
て
進
め

て
い
る
。
歩
道
の
除
雪
は

通
学
に
支
障
の
な
い
よ
う

努
め
て
い
る
。

歩
道
の
確
保
さ
れ
て

い
な
い
海
味
綱
取
線

の
間
沢
川
橋
か
ら
山
形
銀

行
ま
で
の
道
路
を
拡
幅
又

は
歩
道
の
確
保
な
ど
町
は

ど
う
考
え
る
か
。

小
学
校
で
は
、
車
が

来
た
際
に
は
除
雪
さ

れ
て
い
る
道
路
脇
に
退
避

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
箇
所
を
具
体
的
に
伝

え
、
児
童
に
注
意
を
喚
起

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

実
施
さ
れ
て
い
る
。

健
康
福
祉
対
策

カ
ラ
オ
ケ
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
な
ど
の

機
能
強
化
は
で
き
な
い
か
。

公
衆
温
泉
施
設
で
あ

る
性
格
上
、
一
般
の

お
客
様
の
ご
利
用
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
大
広
間
や
小

部
屋
等
の
改
修
や
ス
タ
ッ

フ
の
配
置
な
ど
が
想
定
さ

れ
、
十
分
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

問問問

問問

問問

答答答

答答答

答答

佐藤　幸吉　議員それぞれ検討し進めることとしている経済効果の創出を目指す 町長町長

以前に質問した事項の検討結
果はどうなっているか

総合産業に「稼ぐちから」、
「もうかる仕組み」の視点を

一 般 質 問一 般 質 問

大泉　奈美　議員

諸課題総合産業

答答

問問問

問問 答答

▲

水
沢
温
泉
館

▲指摘している観光案内看板

▲間沢地内の歩道のない通学路

  学校と連携して
安全対策を進める町長

冬場の通学路の
安全対策は万全か通学路

  適正な管理を実施
している町長

温泉施設の安全性
と機能強化

温泉
施設

※このほか「オリンピック選手をたたえ、後輩にはげみを」という
　テーマでも一般質問を行なっています。

夢
の
あ
る
施
策
を

次
の
世
代
へ



12西川町議会だより 第107号　13

　

設
立
か
ら
21
年
が
経
過
し
、

新
規
会
員
の
獲
得
や
事
業
の
活

性
化
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

会
員
の
確
保
・
拡
大

　

県
内
に
居
住
す
る
西
川
町
出

身
者
に
呼
び
か
け
「
県
内
ブ

ロ
ッ
ク
」
を
新
設
す
る
こ
と
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
リ
ン
ク
し

た
会
員
勧
誘
を
行
う
こ
と
。

　

世
話
人
会
の
年
齢
構
成
を
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
と
し
、

若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
広
く

勧
誘
す
る
こ
と
。

事
業
の
活
性
化

　

例
年
実
施
し
て
い
る
事
業
が

マ
ン
ネ
リ
化
し
、
会
員
へ
の
魅

力
が
薄
れ
て
き
て
い
る
。
活
性

化
に
向
け
て
見
直
し
、
新
た
な

展
開
を
検
討
す
る
こ
と
。

応
援
団
特
典
事
業

　

誘
客
支
援
事
業
と
し
て
会
員

に
飲
食
小
売
り
10
％
、
宿
泊

20
％
な
ど
の
割
引
を
し
て
い
る
。

そ
の
実
績
を
検
証
し
、
も
っ
と

町
内
消
費
拡
大
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

木
工
製
品
の
製
作
を
担
う

職
人
の
誘
致
と
育
成

　

多
く
の
消
費
者
か
ら
愛
さ
れ

る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
や
、
高
い

品
質
管
理
、
機
能
性
、
安
全
性

な
ど
の
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
る

製
品
を
製
作
す
る
職
人
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

職
人
の
掘
り
起
こ
し

　

確
か
な
技
術
や
セ
ン
ス
を
持

つ
職
人
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
全
国
か
ら
募
集
す
る
。

職
人
の
育
成

　

育
英
奨
学
金
制
度
の
枠
を
広

げ
、
木
工
製
品
の
製
作
技
術
を

専
門
的
な
機
関
等
で
学
ぶ
方
に

対
す
る
支
援
制
度
を
新
設
す
る
。

建
設
用
資
材
と
し
て
Ｐ
Ｒ

　

西
川
町
匠
の
会
に
よ
る
「
家

づ
く
り
意
見
交
換
会
」
を
今
後

も
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。

イ
メ
ー
ジ
の
ま
と
め

　

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
を
展
示
し
た
り
、
３
Ｄ
映
像

な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
た
り
す
る
。

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
建
築
販
売

　

前
述
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
な
ど
で

　

第
６
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
西
川
町
に

暮
ら
す
こ
と
の
優
位
性
や
楽
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
里
山
の

生
活
や
文
化
な
ど
地
域
の
宝
を

調
査
、
研
究
、
検
証
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
里
山
社
会
・
文
化

研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
具
体
的
な
動
き
が

見
ら
れ
な
い
た
め
、
研
究
所
の

今
後
の
取
組
み
を
具
現
化
し
、

町
民
か
ら
理
解
さ
れ
る
も
の
と

し
て
運
営
す
べ
き
と
考
え
る
。

町
民
に
理
解
さ
れ
る
事
業
展
開

　

里
山
に
暮
ら
す
優
位
性
や
価

　

西
山
杉
の
総
生
産
量
の
う
ち

本
町
の
生
産
量
は
９
割
を
占
め

る
が
、
そ
の
主
産
地
は
大
江
町

と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
よ
り

多
く
の
町
民
の
方
々
が
西
山
杉

に
興
味
を
持
ち
、
自
ら
の
生
活

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
提
言

す
る
。

世
代
に
応
じ
た
西
山
杉
製
品
と
の

ふ
れ
あ
い
と
生
活
へ
の
導
入

　

西
山
杉
の
手
触
り
や
香
り
を

感
じ
、
そ
こ
か
ら
故
郷
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
、
い
わ

ゆ
る
「
木
育
」
は
本
町
に
必
要

な
取
組
み
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら

さ
ら
に
広
が
り
を
持
た
せ
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

政策提言を活かせ!
総務厚生
常任委員会

産業建設
常任委員会

里
山
社
会
・
文
化
研

究
所
設
置
運
営
事
業

ま
ち
づ
く
り
応
援
団

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

西
山
杉
の

　
　
利
活
用
推
進

値
観
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
具

体
的
な
取
組
み
を
示
し
て
町
民

と
の
協
働
で
事
業
を
進
め
る
こ

と
。

自
然
教
育
学
習
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携

　

大
き
く
角
度
を
変
え
、
旧
大

井
沢
小
中
学
校
の
廃
校
舎
の
活

用
の
観
点
か
ら
大
井
沢
支
所

（
診
療
所
を
含
む
）
の
機
能
移

転
や
自
然
教
育
学
習
セ
ン
タ
ー

の
運
営
な
ど
を
包
含
し
た
事
業

展
開
と
す
る
こ
と
。

組
織
の
見
直
し
検
証
と
今
後

の
方
向
性

　

構
成
メ
ン
バ
ー
の
人
選
も
含

め
、
内
部
検
証
を
し
た
上
で
、

期
間
を
設
定
し
事
業
を
中
止
す

る
こ
と
も
選
択
肢
と
し
て
捉
え

て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
柔
軟
な
発
想
に
基
づ

く
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
製
品
開

発
に
関
す
る
研
究
、
検
討
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

出
生
時
の
ふ
れ
あ
い

　

全
出
生
児
に
対
す
る
「
出
産

祝
い
金
」
事
業
に
合
わ
せ
、
一

つ
ひ
と
つ
に
子
ど
も
の
名
前
を

刻
印
し
た
西
山
杉
の
積
み
木

セ
ッ
ト
を
贈
呈
す
る
。

就
学
時
の
ふ
れ
あ
い

　

温
か
み
が
あ
り
、
末
永
く
愛

着
を
持
っ
て
使
え
る
よ
う
な
木

製
椅
子
を
西
川
小
学
校
１
年
生

全
員
に
贈
呈
す
る
。

西
山
杉
製
品
ア
イ
デ
ィ
ア
募
集

　

町
民
を
対
象
に
募
集
し
、
特

に
優
秀
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
商
品

化
に
結
び
つ
け
る
。

木
工
製
品
展
示
即
売
会

　

西
山
杉
を
含
め
全
国
の
杉
材

に
よ
る
木
工
製
品
の
展
示
即
売

会
を
、
休
眠
中
の
水
の
文
化
館

で
定
期
開
催
す
る
。

西
山
杉
で
最
後
を
見
送
る

　

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
考
え
と

し
て
、
西
川
町
で
育
ま
れ
た
西

山
杉
を
使
っ
た
「
棺
」
の
製
造
、

流
通
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　総務厚生、産業建設両常任委員会は平成30年４月から事務
事業調査を行い、12月 25日、町長に対して政策提言書を提
出しました。それを抜粋して紹介します。
　議会では、これからも町の政策が効率よく公平に実行される
よう監視機能を充実し、必要に応じた提言を行なっていきます。
　なお、今回の提言に対して、２月中に町から回答を得る予定
です。

　

法
人
と
し
て
の
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
３
年
平
均
で
１
０

０
人
の
会
員
の
確
保
と
、
そ
れ

に
見
合
う
受
託
業
務
の
拡
大
、

開
拓
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

会
員
数
の
増
強

「
80
歳
現
役
」
を
標
榜
す
る
町

と
し
て
も
、
会
員
確
保
に
向
け

た
町
民
へ
の
趣
旨
説
明
や
勧
誘

に
も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組
む

よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

受
託
業
務
の
拡
大
と
開
拓

　

業
務
受
託
料
５
０
０
０
万
円

の
目
標
に
対
し
、
29
年
度
実
績

は
約
４
０
５
０
万
円
だ
っ
た
。

　

町
は
委
託
業
務
を
増
や
す
な

ど
積
極
的
な
支
援
と
と
も
に
、

観
光
ガ
イ
ド
養
成
な
ど
受
託
業

務
の
範
囲
を
広
げ
ら
れ
る
対
応

を
考
慮
す
る
こ
と
。

事
務
費
加
算
の
見
直
し

　

企
業
や
個
人
に
委
託
料
の

10
％
を
事
務
費
と
し
て
加
算
し

て
い
る
の
に
対
し
、
町
は
８
％

と
な
っ
て
い
る
の
で
10
％
に
統

一
す
べ
き
で
あ
る
。

好
評
を
得
た
住
宅
を
、
取
組
み

の
集
大
成
と
し
て
実
際
に
建
築

し
、
一
定
期
間
は
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
と
し
て
公
開
し
、
そ
の
後
は

抽
選
な
ど
に
よ
り
売
却
す
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

の
導
入
を
先
行
し
、
そ
の
稼
働

に
必
要
な
燃
料
を
何
と
し
て
で

も
確
保
す
る
と
い
う
強
い
意
志

を
も
っ
て
事
業
を
推
し
進
め
る

よ
う
な
決
断
を
、
町
長
自
ら
が

す
べ
き
で
あ
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の

町
関
連
施
設
へ
の
導
入

　

今
後
、
更
新
時
期
を
迎
え
る

町
関
連
施
設
の
ボ
イ
ラ
ー
設
備

は
、
原
則
と
し
て
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
す
る
。

町
の
組
織
体
制
の
整
備

　

西
山
杉
の
利
活
用
推
進
を
含

む
林
業
を
基
盤
と
し
た
産
業
振

興
は
、
町
の
将
来
を
も
左
右
す

る
重
要
な
事
業
で
あ
る
。
こ
れ

を
推
し
進
め
る
に
あ
た
り
、
機

構
改
革
も
見
据
え
た
人
員
や
組

織
体
制
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。

▲政策提言書を町長へ

▲まちづくり応援団 
　関東ブロック総会の様子



西川町議会だより 第107号　1415

事
業 寒河江ダム関係に要する経費 教育旅行拡充推進事業

評
価 改善し継続 改善し継続
判
定
理
由

　寒河江ダム及びその周辺施設は、水にこだ
わったまちづくりのシンボルの一つであり、
必要性も妥当性も高いのに、思うような成果
が出ていない。特に中核施設である水の文化
館の利活用策を早急に進めなければ、ますま
す集客数は減るばかりである。

　ピーク時の年間 22 校とまではいかないも
のの、この事業の必要性は高い。受入側の旅
館や民宿等の減少だけを言い訳にせず、受け
入れるために何をすべきなのかを考えていた
だきたい。

議
会
の
意
見

・月山湖大噴水の高さが日本一であることを
訪れた人がすぐに気づけるような看板を設置
すべきだ。
・寒河江ダム周辺全体の施設や資源を見直し、
全体的な活用を国と連携して行うべきだ。
・湖月山荘の解体時期を「新たな艇庫ができ
てから」としているが、その艇庫を含む 1000
ｍコースの建設計画に進展が見られない。も
はや 2020 年の東京五輪には間に合わないと
思われるが、ホストタウンとなったモルドバ
共和国の練習会場として実際に使われること
をふまえ、早急に具体的な事業実施案を示し
てほしい。それができなければ代替案の早期
検討が必要だ。
・寒河江ダムと同じ最上川ダム統合管理事務
所が管理する「長井ダム」で遊覧船試験運行
が行われた。寒河江ダムでは実施できないの
か。

・企業や大学等の研修も積極的に受け入れる
など、事業の対象をもっと広げて、その後の
観光につながるようなものとすべきだ。
・町がトップセールスとして前面に立つ必要
がある。
・宿泊業の所得向上が主目的だが、旅館や民
宿等に対する後継者育成の取組みも並行して
実施すべきだ。
・自然教育学習センターの取組みとの連携は
どうなっているのか。

　
事
業

西川町ブライダル
サポート事業

里山社会・文化研究所
設置運営事業

仁田山放牧事業
運営費

評
価 改善し継続 期間設定し終了 期間設定し終了

判
定
理
由

　結婚相談員は、積極的に活
動する方の人選が必要であ
る。また、仕事柄情報量の豊
富な方や仲人上手な方の活用
も検討すべきである。
　結婚をまとめるという業務
を考えれば結婚報償金はもっ
と額を上げていいのではない
か。

　設置の目的については理解
するものの、構成メンバー等
を再考し、研究項目を絞り込
み町民が主体的に関わり、協
働体制で取り組む研究所の設
置が望まれる。
　現事業、現体制については
期限を設けて完了し、新たな
事業展開をすべきである。

　総合的な畜産振興に対して
町の意欲が感じられず、町内
の畜産農家の新規参入も期待
できない。
　景観保全や観光面での活用
は、放牧場として利用してい
るうちは難しいと思われる。

議
会
の
意
見

　成果を上げることは困難な
ことと思われるが、町民誰も
が婚活に積極的に取り組んで
いく意識醸成を図り、町民と
の協働で結果、成果を上げて
いくことが必要。

・研究所のメンバーについて
も再考し、目に見える事業成
果を発信していくことが重要
である。
・この事業によって町民が受
けるメリットを具体的に示す
必要があり、精神論的な説明
だけでは成果は上がらない。

・民間業者とのクラスター協
議会設立は町内の畜産振興に
どう役立つのか。そもそも西
川牛のブランドはどの程度認
知されていて、それを守り、
存続させる意義はあるのか。
・気軽に立ち入ることのでき
ない場所を観光資源として活
用するのは困難である。景観
を売り物にするなら別の視点
で考え、大胆に変更して活用
すべきだ。
・公共牧場としての必要性が
あるというなら、町単独では
なく関係市町村や県とさらに
連携して運営するような方向
性を検討すべきだ。

　行政評価
議会として８事業の評価を実施

　西川町議会では平成25年度から行政評価を行なっています。議会の監視機能を生かして、
町が実施している政策、施策、事務事業等について、必要性や妥当性、効率性、成果等の
４つの視点から評価しました。
　今回は29年度に実施された事業の中から、総務厚生常任委員会と産業建設常任委員会で
それぞれ４事業の計８事業について評価を行いました（表１参照）。
　この結果をふまえ、特に評価の低い５つの事業について、議会としての判定理由と意見
を公表します。

▲

田
植
え
を
体
験
す
る
中
学
生

（
平
成
22
年
度
）

▲

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い　
　

仁
田
山
放
牧
場
「
べ
ご
っ
こ
館
」

№ 予算科目における事業名 合　計
評価点 全体評価 今後の方向性

1 民生委員推薦会に要する経費 80 2：良好 3：改善し継続

2 松ケ沢堆積場管理事業 71 3：概ね適正 3：改善し継続

3 西山杉利活用推進事業 60 3：概ね適正 3：改善し継続

4 寒河江ダム関係に要する経費 49 4：問題あり 3：改善し継続

5 教育旅行拡充推進事業 48 4：問題あり 3：改善し継続

6 西川町ブライダルサポート事業 47 4：問題あり 3：改善し継続

7 里山社会・文化研究所設置運営事業 34 4：問題あり 5：期間を設定し終了

8 仁田山放牧場事業運営費 24 5：かなり問題あり 5：期間を設定し終了

表１：議会による事務事業評価
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林
業
予
算
１
億
円

　

森
林
活
用
小
規
模
自
治
体
の

モ
デ
ル
と
し
て
林
業
に
力
を
入

れ
、
民
有
林
の
路
網
密
度
は
日

本
平
均
の
倍
以
上
で
す
。

　

毎
年
１
億
円
を
予
算
化
し
循

環
型
森
林
経
営
を
実
施
し
て
、

製
材
品
出
荷
額
は
年
間
33
億
円

に
上
り
ま
す
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
充
実

　

平
成
21
年
４
月
に
設
置
し
た

「
木
質
原
料
製
造
施
設
」
は
、

活
か
そ
う
我
が
町
に

行
政
視
察
報
告

 

☆
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

 

☆
産
業
建
設
常
任
委
員
会

東ひ
が
し
か
わ川
町

　

・
人　

口　

８
３
１
３
人

　

・
世
帯
数　

３
８
７
９
世
帯

　

・
面　

積　

２
４
７
㎢

視
察
先
と
し
て
選
ん
だ
理
由

　

定
住
人
口
確
保
対
策
や
国
際

交
流
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
な

ど
の
先
進
地
だ
か
ら
で
す
。

写
真
の
町
宣
言
！

　

東
川
町
は
北
海
道
の
ほ
ぼ
中

央
部
に
位
置
し
、
日
本
最
大
の

自
然
公
園
で
あ
る
「
大
雪
山
国

立
公
園
」
の
区
域
の
一
部
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
17
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、
常
任
委
員
会
合
同
視
察

研
修
と
し
て
北
海
道
内
の
２
町
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

▲ 会議室で説明を受ける議員

20年度から29年度までの変化

▲ 木材のストックヤード

▲ 世界各国の物産品などを展示▲ 一の橋地区地域熱供給システム

　

昭
和
60
年
６
月
１
日
の「
写
真

の
日
」に
、世
界
に
も
類
の
な
い

「
写
真
の
町
」宣
言
を
し
て
か
ら

33
年
経
過
し
て
い
ま
す
。

①
定
住
人
口
、交
流
人
口
、起
業

　

の
増
加

②
写
真
文
化
に
関
す
る
財
産
の

　

蓄
積

③
国
内
外
と
写
真
文
化
を
通
じ

　

た
交
流
の
継
続

④
写
真
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広

　

が
り

⑤
報
道・雑
誌
紹
介
に
よ
る
知
名

　

度
の
向
上

⑥
東
川
ス
タ
イ
ル
の
定
着

⑦
写
真
や
イ
ベン
ト
に
関
す
る
ノ

　

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

２
０
７
区
画
完
売
！

　

旭
川
空
港
か
ら
約
10
分
、JR

旭
川
駅
か
ら
約
30
分
と
、旭
川

市
の
ベッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
立
地

条
件
が
良
く
、分
譲
宅
地
を
８

か
所
２
０
７
区
画
造
成
し
、そ
れ

ら
を
完
売
す
る
な
ど
、各
種
の
移

住
、定
住
人
口
確
保
施
策
の
成

果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

世
界
に
つ
な
が
る

　

国
際
交
流
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

推
進
に
関
し
て
次
の
①
～
⑥
の

事
業
を
展
開
す
る
な
ど
世
界
の

中
の
東
川
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
交
流
が
実
を
結
び
、世

界
各
地
で「
ひ
が
し
か
わ
」が
広

が
り
始
め
て
い
ま
す
。

①
海
外
都
市
と
の
友
好
提
携

②
留
学
生
の
受
け
入
れ

③
日
本
語
学
校
の
開
設

④
多
様
な
国
際
交
流
事
業

⑤
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム（
語
学
指

　

導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致

　

事
業
）に
よ
る
外
国
人
職
員
の

　

配
置

⑥
海
外
事
務
所
の
設
置

人
口
増
１
３
０
０
人

　

以
前
の
東
川
町
の
人
口
は
減

少
傾
向
が
続
き
、平
成
５
年
度

に
は
６
９
７
３
人
と
、７
０
０
０

人
を
切
り
ま
し
た
が
、６
年
度

以
降
、「
写
真
の
町
」事
業
や
各

関
連
施
策
の
実
施
に
よ
っ
て
、26

年
11
月
４
日
に
目
標
人
口
８
０

０
０
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

30
年
９
月
現
在
の
人
口
は
８

３
１
３
人
の
た
め
、約
１
３
０
０

人
の
人
口
増
と
い
う
素
晴
ら
し

い
成
果
で
す
。

　

写
真
を
媒
介
に
し
て
、知
名

度
の
向
上
や
東
川
フ
ァ
ン
の
増

加
、魅
力
の
再
認
識
、地
域
消
費

の
拡
大
、人
材
の
育
成
・
供
給
な

ど
が
相
互
連
鎖
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、定
住
人
口
や
交
流
人
口
、

起
業
が
増
加
し
、１
３
０
０
人

も
の
人
口
増
加
に
結
び
付
き
ま

し
た
。そ
の
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ

ふ
れ
る
町
の
姿
は
、本
町
も
大
い

に
参
考
に
す
べ
き
も
の
と
考
え

ま
す
。

下し
も
か
わ川
町

　

・
人　

口　

３
３
４
７
人

　

・
世
帯
数　

１
８
０
１
世
帯

　

・
面　

積　

６
４
４
㎢

視
察
先
と
し
て
選
ん
だ
理
由　

　

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

に
基
づ
き
先
進
的
な
取
組
み
を

行
な
っ
て
い
る
町
だ
か
ら
で
す
。

レ
ジ
ェ
ン
ド
の
故
郷

　

下
川
町
は
北
海
道
の
北
部
に

位
置
し
、
面
積
の
９
割
を
森
林

が
占
め
て
い
ま
す
。

　

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
が
盛
ん
で
、

町
内
に
は
ジ
ャ
ン
プ
台
が
４
基

も
あ
り
ま
す
。
レ
ジ
ェ
ン
ド
と

し
て
有
名
な
葛か

さ
い西
紀の

り
あ
き明
選
手
の

故
郷
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
７
人

の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
輩
出
す
る

な
ど
「
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
聖

地
」
の
町
で
す
。

木
質
原
料
資
源
の
収
集
か
ら
運

搬
、
受
け
入
れ
、
自
然
乾
燥
、

燃
料
製
造
を
行
い
、
町
内
の
施

設
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
町
直
営
で
し
た
が
、

21
年
10
月
に
設
立
し
た
「
下
川

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
協
同
組
合
」

に
23
年
度
か
ら
業
務
委
託
、
24

年
度
か
ら
は
指
定
管
理
に
よ
る

委
託
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

29
年
度
の
約
１
８
２
０
万
円

の
利
益
は
協
同
組
合
と
町
で
折

半
し
、
町
は
機
械
更
新
の
た
め

の
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て
い

ま
す
。

　

こ
の
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
と
し
て
は
、
町
内

に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

を
10
基
設
置
し
、
30
施
設
に
熱

供
給
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
公

共
施
設
の
熱
供
給
の
う
ち
68
％

を
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
し

た
こ
と
で
、
年
間
１
９
０
０
万

円
の
経
費
削
減
が
で
き
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
集
落
再
生

　

21
年
度
、
集
落
再
生
を
目
的

と
し
て
町
内
の
「
一
の
橋
地

域
」
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、

計
画
的
に
集
住
化
住
宅
22
戸
や

障
が
い
者
支
援
施
設
、
郵
便
局

等
が
入
っ
て
い
る
住
民
セ
ン

タ
ー
、
特
用
林
産
物
栽
培
研
究

所
等
を
建
設
し
、
熱
供
給
施
設

か
ら
の
熱
エ
ル
ネ
ギ
ー
で
快
適

な
空
間
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
の
着
手
前
と
現

在
を
比
較
す
る
と
、
21
年
度
に

51
・
６
％
だ
っ
た
こ
の
地
域
の

高
齢
化
率
は
28
年
度
に
27
・

６
％
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

先
進
的
な
取
組
み
に
共
感

し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊

員
が
同
地
域
に
移
住
し
、
現
役

５
人
の
ほ
か
退
任
し
て
定
着
し

た
方
も
３
人
い
ま
す
。

産
業
へ
つ
な
げ
る

　

下
川
町
は
「
資
源
の
あ
る
と

こ
ろ
に
産
業
が
興
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
あ
る
と
こ
ろ
に
産
業
が

興
る
。
」
と
し
て
、
持
続
可
能

な
環
境
未
来
都
市
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

西
川
町
で
は
第
６
次
総
合
計

画
の
後
期
計
画
を
策
定
中
で
あ

り
、
地
域
資
源
活
用
型
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
い
か
に
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
す
か
と
い
う
こ
と
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
取
組
み
を
行
う
に

あ
た
っ
て
下
川
町
の
施
策
は
大

い
に
参
考
に
す
べ
き
も
の
と
考

え
ま
す
。

写
真
の
町
「
33
年
」
の
成
果

《まちづくりの主な成果》《まちづくりの主な成果》

★観光入込客数
　　83万7千人　→　148万9千人
★飲食店等の数
　　16軒　→　45軒
★税収額
　　8億4690万円　→　9億2160万円

★再生エネルギー
　　地域熱自給率が49％に
★個人住民税
　　21年度と比較して16.1％増
★人口減少緩和
　　転入者が転出者を上回る年も



決算特別委員会の記事は、誰が質問し誰が答えたかを書けないのでしょうか？
いい質問は議員さんの有権者に対するアピールになるのでは？

もっと画期的な活動をしている所に視察に行ってほしい。

全てにおいて、私自身も町のことを勉強すべきだと思いました。現状がわからない
ままでは進めないです。一人ひとりが目を向けるような意識が大切だと思いました。

読者モニターの広場は、モニターにとってもアンケートを書くだけでなく、きちん
と読んでもらえている感じがわかって、とても良いと思いました。

小水力発電は魅力的ですが、費用対効果を見極めていかなければなりません。
1年後に運用実績など、調べてほしいです。

おっしゃるとおりです。完成したから終わりではなく、どう運用されるかが重要です
ので、議会としても今後の運用について注視していきたいと考えます。

質問者と回答者を明確に掲載している他町村議会もありますが、当議会では、氏名等
の掲載を行っていません。今後の課題として検討したいと思います。

掲載の意図をご理解いただきうれしく思います。すべてを紹介することはできません
が、今後もモニターの皆さまのご意見を積極的に紹介したいと思います。

西川町議会では 10 人の町民の皆さまに議会だよりの読者モニターをお願いし
ています。アンケートにより寄せられたご質問やご意見には、きちんとお答え
するよう心がけています。読者モニター以外の方でも、議会や議会だよりにつ
いて「知りたい！聞きたい！」という場合は、お気軽にお問い合わせください。

　町道沢口向中岫線道路改良工事が完
成し、去る 12 月 14 日、地元の方々に
よる竣工式が行われました。
　この道路は、改良に伴い「町道元組・
沢口線」として認定され、地元の方々
の生活道路として大いに利用されるこ
とが期待されます。

議会運営委員会の視察先に関しては、予定していた自治体で災害が発生したことなど
により急きょ変更した経緯がありました。今後も視察先の選定については検討を重ね
たいと思います。

今後とも議会だよりはもちろん町の広報紙などもあわせてお読みいただきたいと思い
ます。このアンケートに限らず、疑問な点はぜひメールなどでもお問い合わせください。

ファクシミリ　７４－２６０１
メール　giji@town.nishikawa.yamagata.jp

ご感想を

お寄せくだ
さい

H.Kさん

待望の道路が完成
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議
会
全
員
協
議
会

■
11
月
12
日　

西
川
学
園
構
想
策
定
の
中
間
報
告
ほ
か

■
12
月
３
日　

６
次
総
後
期
計
画
等
の
見
直
し
状
況
ほ
か

■
12
月
11
日　

事
務
事
業
評
価
、政
策
提
言
ま
と
め

議
会
運
営
委
員
会

■
11
月
５
日　

第
３
回
臨
時
会
の
運
営

■
11
月
19
日　

第
４
回
定
例
会
の
運
営

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
10
月
23
日　

事
務
調
査「
定
住
人
口
確
保
対
策
」ほ
か

■
11
月
６
日　

事
務
事
業
評
価
、政
策
提
言
検
討

■
12
月
６
日　

請
願
審
査
、政
策
提
言
ま
と
め

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
10
月
23
日　

事
務
事
業
評
価
、政
策
提
言
検
討

■
11
月
12
日　

事
務
事
業
評
価
、政
策
提
言
検
討

■
12
月
６
日　

政
策
提
言
ま
と
め

総
務
厚
生
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
合
同

■
10
月
17
～
19
日　

常
任
委
員
会
合
同
行
政
視
察
研
修（
北
海
道
）

■
12
月
25
日　

事
務
事
業
評
価
報
告
書・政
策
提
言
書
提
出

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
12
月
６
日　

編
集
会
議

■
12
月
12
日　

入
稿
前
編
集
会
議

■
12
月
18
日　

第
１
回
校
正

■
12
月
21
日　

第
２
回
校
正・文
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
指
導

■
12
月
26
日　

第
３
回
校
正

■
１
月
８
日　

第
４
回
校
正
、校
了

議
会
活
性
化
議
員
懇
談
会

■
12
月
７
日　

議
員
の
な
り
手
確
保
対
策
ま
と
め

■
12
月
25
日　
議
員
の
な
り
手
確
保
対
策
に
か
か
る
要
望
書
提
出

～議会だより１０６号の
               アンケートより～

　知りたい! 聞きたい!

議会の動き議会の動き

▲広報公聴常任委員会　第2回校正【12月21日】
▲総務厚生常任委員会
　松ケ沢堆積場管理事業の調査【10月23日】

M.Tさん

　読者モニターの広場

　
第
３
回
臨
時
会

　
11
月
12
日
開
催

工
事
請
負
契
約
変
更

★
町
道
沢
口
向
中
岫
線
道
路
改

　

良
工
事
請
負
契
約
一
部
変
更

　

当
初
設
計
で
は
、
岩
盤
部
以

　

11
月
12
日
、
平
成
30
年
第
３

回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
臨
時
会
で
は
、
契
約
変

更
１
件
と
補
正
予
算
２
件
の
議

案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

外
の
掘
削
法
面
の
処
理
を
「
種

子
吹
付
の
み
」
と
し
て
い
た
が
、

土
砂
掘
削
の
結
果
、
法
面
の
一

部
に
玉
石
の
割
合
が
非
常
に
多

い
土
砂
が
露
出
し
、
種
子
吹
付

の
み
で
は
土
壌
へ
の
植
生
が
根

付
か
ず
生
長
が
望
め
な
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
部
分
を
厚
層
基
材

吹
付
工
へ
変
更
す
る
。
こ
れ
に

伴
い
７
５
１
万
１
４
０
０
円
増

額
し
、
契
約
額
を
９
５
５
３
万

１
４
０
０
円
に
変
更
す
る
。　

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

★
補
正
予
算
２
件

　

５
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。M.Tさん

H.Tさん

H.Gさん
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平
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31年
1月

15日
発

行
107号

次回定例会は
3月です

皆さん傍聴して
みませんか。
面倒な手続きは
何もありません。
ぜひお気軽に！

（3月４日～１４日の予定）

議会へのおさそい

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　
　

議　
　

長　

伊
藤　

哲
治

《
編
集
委
員
》

　
　

委
員
長　

大
江　

広
康

　
　

副
委
員
長　

飯
野　

咲
子

　
　

委　
　

員　

宮
林　

昌
弘

　
　

委　
　

員　

佐
藤　

幸
吉

　
　

委　
　

員　

大
泉　

奈
美

　

明
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
モ
リ
カ
ケ
か
ら
セ
ク
ハ

ラ
、改
ざ
ん
、ね
つ
造
、水
増
し
、働

き
方
改
革
、入
管
法
カ
ジ
ノ
と
水

道
民
営
化
等
々
、中
身
も
決
ま
り

方
も
異
常
な
国
会
で
し
た
。

　

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
、参
議
院

選
挙
な
ど
、世
直
し
の
１
年
が
始

ま
り
ま
す
。「
年
金
も
減
ら
さ
れ
、

介
護
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
も

天
引
き
さ
れ
、そ
の
上
、消
費
税
10

％
に
な
っ
た
ら
、食
べ
て
行
け
な

い
」と
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。国
政

は
町
政
に
直
結
し
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
暮
し
を
守
る
た
め
が
ん

ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　　
　
　
（
飯
野　
咲
子
）

※上記QRコードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。

編
　後
　集
　記

　

当
日
は
会
場
い
っ
ぱ
い
に
集

ま
っ
た
保
護
者
や
来
賓
の
方
々

な
ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、

年
長
児
の
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス

マ
ー
チ
」
で
幕
が
開
き
ま
し
た
。

続
い
て
年
少
児
に
よ
る
人
気
ア

ニ
メ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
か
わ

い
い
お
遊
戯
、
年
中
児
は
今
年

の
大
人
気
ソ
ン
グ
を
使
っ
た
か

っ
こ
い
い
お
遊
戯
、
年
中
児
と

年
長
児
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ペ
レ
ッ

タ
（
音
楽
劇
）
、
そ
し
て
歌
の

発
表
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
年

長
児
に
よ
る
手
遊
び
を
取
り
入

れ
た
歌
が
２
曲
披
露
さ
れ
、
計

10
演
目
の
最
後
を
飾
り
ま
し
た
。

　

園
児
一
人
ひ
と
り
が
キ
ラ
キ

ラ
輝
い
て
主
役
と
な
り
、
み
ん

で
力
を
合
わ
せ
た
発
表
会
は
、

盛
大
な
拍
手
の
も
と
大
成
功
と

「元気な子どもたち」シリーズ 7

　

保
育
園
で
は
、
夏
祭
り
や
運

動
会
と
い
っ
た
家
族
で
参
加
で

き
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

毎
月
の
誕
生
会
や
お
店
屋
さ
ん

ご
っ
こ
な
ど
数
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
、
そ
の
都
度
か
わ
い

ら
し
か
っ
た
り
、
か
っ
こ
よ
か

っ
た
り
、
様
々
な
姿
を
見
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
地
域
の
み
な
さ

ん
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。
最

近
で
は
、
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
た

こ
と
で
ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
高
齢

者
運
動
会
や
啓
翁
桜
の
出
発
式

な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
ほ
ほ
え
ま
し
い

姿
は
、
集
ま
っ
た
方
々
の
気
持

ち
を
ほ
っ
こ
り
さ
せ
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
自
身
に
も
良

い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
主
役
に

　

12
月
15
日
に
は
、
保
育
園
の

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ

る
「
ぶ
な
の
も
り
発
表
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

様
々
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る

　

に
し
か
わ
保
育
園
は
現
在
、
幼

児
77
人
、
３
歳
未
満
児
32
人
、
合

計
１
０
９
人
の
子
ど
も
た
ち
が

日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

な
り
ま
し
た
。
ご
家
族
の
方
々

は
、
わ
が
子
が
少
し
ま
ぶ
し
く

見
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
日
々
の

練
習
と
舞
台
裏
で
が
ん
ば
っ
て

い
た
だ
い
た
先
生
方
の
お
か
げ

で
す
。
本
当
に
感
謝
の
言
葉
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
成
長
は
早
い
と
言

い
ま
す
が
、
親
と
な
っ
た
今
、

そ
の
言
葉
を
強
く
実
感
し
て
い

ま
す
。
こ
の
頃
は
特
に
成
長
著

し
い
と
も
思
い
ま
す
。
一
年
、

ま
た
一
年
と
成
長
し
、
輝
き
を

増
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
か
ら

目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

保護者会長 髙野　剛
たけひろ

央さん （睦合）

にしかわ保育園

輝
き
を
増
す
子
ど
も
た
ち

▲ 年長児の「ミッキーマウスマーチ」


